
平成 28 年度第 2 回総合教育会議 議事録 
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構成員 市 長  園田 裕史 

 教 育 長  溝江 宏俊 

 教育委員  永田 政信 

 教育委員  江口 真由美 

 教育委員  渡邊 敬 

 教育委員  佐古 順子 

 教育委員  村川 一恵 

 

説明者 政 策 監  遠藤 雅己 

 教 育 次 長  上野 真澄  

こども未来部長  川下 隆治 

教 育 総 務 課 長  西村 隆 

学 校 教 育 課 長   丹野 平三 

学校教育課参事  本多 修司 

教育総務課係長  内野 一嗣 

 

事務局 市 長 公 室 長  大槻 隆 

企画調整課課長補佐 山中 さと子 

企画調整課職員  小林 努 

 

 

３ 協議事項 

       大村市教育大綱「１ 人間性を重視した学校教育の推進」について 

（１） 「確かな学力」として大村市が目指すべき方向性について 

（２） 「心の教育の充実」について 

（３） その他 
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４ 経過 

 

市長公室長 大槻 隆 

定刻となりましたので、ただいまから平成 28

年度第 2回総合教育会議を開催いたします。 

 私は、本日の司会を務めます大村市市長公室長

の大槻でございます。どうぞよろしくお願いしま

す。 

 まず、お手元の資料のご確認をお願いいたしま

す。次第、資料１の出席者名簿、資料２の配席図、

資料３が非公表となっておりますが、平成 28年度

全国学力・学習状況調査結果等、補足資料として

「学びネット定期便」、となっております。不足等

ございましたら挙手をお願いいたします。 

それでは、早速、次第に沿って進めて参りたい

と思います。開会に当たりまして大村市長園田裕

史がご挨拶を申し上げます。 

大村市長 園田 裕史 

 皆様、こんにちは。本日も大変お忙しい中にお

集まりいただきまして、ありがとうございます。

また、日頃から大村市の教育行政に対しまして、

多大なるご理解とご尽力をいただきまして、誠に

ありがとうございます。本日もまた、傍聴の方も

多く来ていただきましてありがとうございます。 

 前回の総合教育会議からしばらく期間が空きま

したが、その間、私も市長として、一父親として

市内のいろんな教育に関する取組に参加をさせて

いただいております。先般は松原地域で、地域の

方々、健全協が中心となって、「みんなの学校」と

いう全国でも話題になった映画の上映会が 1 日 2

回上映されて、2 回とも満員で参加をされて、私

も全部観させていただきましたが、非常にすばら

しい映画でございました。地域の方々の協力で、

学校だけに負担を負わせるのではなくて、協力す

ることでその地域の学校も、子ども達の成長も育

まれたという内容で、「素敵だな」ということを感

じた次第です。こういう取組が、松原という地域

での上映会でしたが、市内全域から集まっていた

だきましたし、また市内全域に広がっていくと素

晴らしいなと感じた次第です。 

 また、大村市学童保育連合会というところが、

スマホサミットという形で立命館大学の竹内教授

という方をお招きをされて、市内のスマホの子ど

も達の状況はどうなんだという形で、ワークショ

ップ形式でされていました。実はその数字が、大

村市内のスマホの所持率がすごく高いということ

と、スマホを使ってメディアに触れている時間が

全国的に見ても極めて高い数字だったという報告

もあり、そういう状況もあるのかということで非

常に学びになりました。実際子ども達が参加した

ワークショップだったので、子ども達の中でも気

づきがあったのではないかなと思いました。 

 今日の資料の中にもありますが、学力調査が公

表されまして、本当に皆様のご尽力のおかげで若

干改善をしてきております。他市、特に長与町が

改善の結果がすばらしかったということがありま

すが、他市の取組等々の情報を入れていくことで、

どういう取組が有効なのか、地域の特殊性、大村

市が置かれている状況とかも見えてくると思いま

すので、そういった内容も教育委員会の方でも協

議をしていただければと思っております。 

 また本日は、午前中に長崎県央私立幼稚園ＰＴ

Ａ連合会研修大会というものがありまして、講師

が創成館高等学校の奥田理事長でした。私は個人

的にも興味を持っている教育者、経営者というこ

ともあって、午前の部の講演などを聴かせていた

だきました。キャラクターもさることながら、カ

リスマ性もあられるのですが、非常に興味深いも

ので親御さんがああいう気づき、アプローチを積

み重ねていくことが、家庭教育の一つになってい

くなということを親としても感じました。 

 また、教育関係者の方からも色んなご提案等も

いただいておりますので、是非大村市の教育に対

する思いとか熱とか非常に高いと思いますので、

是非皆様からご協力をいただきながら、高い見識

の中で協議をいただいて、一つずつ形にできれば
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なと思っておりますので、本日もどうぞよろしく

お願いいたします。 

 最後に一つご報告ですが、大村市ＰＴＡ連合会

から広報誌が発行されております。ＰＴＡ連合会

が発行しているものですので、9000部が市内の小

中学生のご家庭に届いています。うちも小学生と

中学生がいますから 2部届きました。 

ページを開いていただいて 2ページ目に、中学

校給食がいよいよ始まりますよという形で特集を

組んでいただいておりました。これは前からある

ことですが、実際に子ども達に「給食がいい？」

「弁当がいい？」と聞いたら、うちの近所の子ど

も達も「市長、給食じゃなくて弁当が良かばい。」

と言います。それだけお母さん方が協力していた

だいていることに対して本当にありがたいなと思

います。 

ただ、今回アンケートがまとめられたのは、先

行実施が始まる萱瀬中学校と玖島中学校の児童生

徒と保護者に対するアンケートでした。全校では

ありません。その中で、7 割弱の子ども達が「弁

当がいい」という結果出ていました。これはあく

まで子どもです。 

保護者は当然これまでの長い経過の中で、働く

環境が整い、就労をされているお母さん方も多い

し、給食に対する期待の高まりもあって、確実に

昨年 10 月に行った教育委員会のアンケート調査

の中で、給食を希望されているという保護者の方

の優位性が出ています。それをもって教育委員会

において、給食を皆様にも協議をしていただいて

進めている部分もあります。もしかしたら、この

新聞の反響が色んな形で、実は「給食じゃなくて

弁当がいいんじゃないの」ということがあるかも

しれませんが、これはあくまで子ども達が「弁当

がいい」「給食がいい」「弁当おいしかなあ」「お母

さんありがとう」という部分でのまとめになって

いますので、保護者また、教育委員会でこれまで

ご議論いただいたことが決して保護者に理解され

ていないということではありませんので、そのこ

とは正式に私も大村市ＰＴＡ連合会にちゃんとお

伝えをして、ちょっと偏ったような理解にならな

いように編集には心掛けていただきたいなあ、と

いうことをお伝えをしようと思っております。も

しご覧になられたら、その部分をご理解いただい

て読んでいただけると非常にありがたく思います。 

 本日もどうぞよろしくお願いいたします。いつ

もありがとうございます。 

市長公室長 大槻 隆 

 ありがとうございます。次に、次第「３ 報告」

に移ります。「学期制検討タイムスケジュール」に

ついて教育委員会から説明をいたします。 

学校教育課参事 本多 修司 

 学期制検討タイムスケジュールの資料をご覧く

ださい。下の方からご覧いただいた方が分かりや

すいと思います。29 年度 3 月の「平成 32 年度か

らの学期制決定」、ここで 2 学期制で行くのか 3

学期制で行くのかということを決定します。その

ために 29 年度中に学期制検討委員会を立ち上げ

て、色んな立場からご議論をしていただく、その

ための資料としてアンケートを作成して実施をす

るということでございます。28 年 10 月をご覧い

ただきますと、「アンケート素案の検討」とありま

す。これは保護者や教職員を対象としたアンケー

トの中身を検討しているところでございます。こ

のようなスケジュールで進めて参りますというこ

とを、教育委員会の方で定めました。以上でござ

います。 

市長公室長 大槻 隆 

 ありがとうございました。次に、次第「４ 協

議」に移ります。ここからの進行は、大村市総合

教育会議運営要領に従い市長が行います。園田市

長、よろしくお願いいたします。 

大村市長 園田 裕史 

 それでは、協議の第一でございます。お手元に

あります資料に、大村市教育大綱「１ 人間性を

重視した学校教育の推進」についてとございます。

本日は、まずこの大きな教育大綱の中に示されて
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いる内容を皆様でご議論を深めていただいて協議

していきたいと思います。 

 最初に読みます。 

 

１，人間性を重視した学校教育の推進 

子どもたちの可能性を最大限に伸ばし、将来の大

村市を担う人材を育成するため、教育内容の充実、

家庭や地域との連携による特色ある教育を進め、

心の教育の充実や確かな学力の定着を図るとと

もに、個性や創造力の育成に努めます。 

 

この中でまずは協議事項（１）「確かな学力」と

して大村市が目指すべき方向性について、学力調

査をもとにご議論をいただきたいと思います。ま

ずは、学力調査について教育委員会からご説明を

お願いします。 

学校教育課長 丹野 平三 00:14:14 

 平成 28年度全国学力・学習状況調査の資料をご

覧ください。1 枚目と 2 枚目につきましては、来

月 11月下旬に広報おおむらの 12月号に掲載する

予定の内容になっておりますことをお断りしてお

きたいと思います。 

 1 枚目の上段をご覧ください。全国学力・学習

状況調査につきましては、児童生徒の教育指導の

充実と学習状況の改善に役立てることを目的に平

成 19年度から始まったものでございます。今年度

で 10年目を迎えております。本市の小中学校にお

きましても、学力検証の一つとして活用している

ところでございます。 

 毎年 4月、対象は小学校 6年生と中学校 3年生

で実施しております。今年度の実施状況はそこに

明記してあるとおりでございます。尚、調査内容

といたしましては、小学校においては国語と算数、

中学校においては国語と数学、3 年に 1 度理科も

実施しております。今年度は理科の実施年度では

ございませんでしたので、国語と算数、数学とな

っております。 

 調査問題は大きくＡ、Ｂの問題に分かれており

ます。Ａ問題というのは、その学年までに学習し

た内容、つまり小学校 6 年生、中学校 3 年生の 4

月の段階までに身につけておかなければならない

基礎的な知識や技能を問う問題で構成されており

ます。Ｂ問題はそれらの知識や技能を活用して、

生活場面や実際の様々な場面で活用する力、いわ

ゆる思考力や判断力、表現力を診るような問題と

なっております。 

 そのような調査を行っており、今年度の結果は

右の表をご覧ください。大村市においては、先ほ

ど市長の方からもありましたように、小学校のＡ

問題については全国と同等、もしくは若干上回る

結果が出ております。ただ、他の分野については、

全国比と比較して、1ポイント～3ポイント程下回

っている現状でございますが、他年度の状況から

見た時に今年度は大きく全国との差も縮まってい

ると思っておりまして、各校においても授業改善

が進んでいる状況が見て取れると思っております。 

 ただ、そのような問題においてどこが課題かと

いうことを整理したものが、その下の表の国語と

算数、数学の教科毎の欄に分けたものです。◯は

効果が見られるところ、▲はそういう問題に子ど

も達がやや苦手意識を持っているところと捉えて

いただければと思います。 

 さらに、めくっていただいて、資料の 3枚目を

ご覧ください。Ａ問題、Ｂ問題の学習の調査と合

わせて質問紙調査というものを児童生徒に行って

おりまして、学習状況や家庭の生活状況を 85項目

に分けて調査がなされております。その中から、

授業以外に 1時間以上学習していますかという問

いかけに対して、本市の子ども達の現状、過去 3

年間を小学校と中学校に分けているのが、その表

になります。 

 ご覧いただいてわかるように、若干小学校で今

年度の結果として学習時間を確保していない子ど

も達の割合が多くなっているところが見受けられ

ます。それと、テレビやビデオ、ＤＶＤの視聴時

間が 2時間以上の子ども達の割合が全国比に比べ
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て+6.6ポイントということで、小学校で多くなっ

ているということは、そういう時間に勉強時間が

取られているのではないかということが推察でき

るようなデータとなっております。 

 そのほか、6番、7番、8番の項目は国語の授業

が分かるか、算数・数学の授業が分かるかという

問いかけのところもございます。これについては、

国語で中学生が-7.2ポイントということで、この

辺りが学習状況の結果にも現れているのではない

かと分析をしているところで、子ども達が興味を

持つような授業づくりをさらに各学校現場で改善

を図っていかなければと思っているところでござ

います。 

 このような現状をそれぞれの学校でも分析を行

い、授業改善に活かしておりますけれども、市の

教育委員会として今年度行った対策について説明

をいたします。 

 資料 2枚目をご覧ください。このような学力調

査の結果を受けて、各学校現場の先生方と授業改

善に向けた取組を行っておりますが、昨年度から

全ての教職員を対象として小中学校合同の学力向

上研修会、教育実践研究集会というものを開催し

ております。この中で、当市の学力の課題の共有

や、導入をしておりますデジタル教科書や実物投

影機等のＩＣＴ機器を活用した授業づくり、今年

度は福井県の方に先進地視察を行いましたので、

その概要等について報告を行ったところでござい

ます。その際に参加した教職員の感想を一部抜粋

で載せております。 

 下段にはそれぞれの授業改善の先生方の取組を

さらに支援するためにお手元にカラー版のリーフ

レットを差し上げておりますけれども、このよう

な授業改善に向けた先生方の学習規律や一時間の

授業づくりの流れについてのポイントをまとめた

資料を配布するなどして、先生方の日々の授業を

側面からも支援する取組を行っているところでご

ざいます。以上、学力向上についての現状と対策

等をご説明申し上げました。 

大村市長 園田 裕史 

 はい、ありがとうございました。それでは、全

国学力状況調査の報告もございましたが、ここに

ついて何でもいいので、今、教育委員として皆様

が感じられていること、こういうふうな結果を受

けて、またここ最近の取組についてこう感じると

か、学校現場、関係地域等、今感じることや、こ

ういうふうに変わっていったらどうだろうかとい

うような、忌憚のないご意見をお一人ずついただ

ければと思っておりますが、よろしいでしょうか。 

教育長 溝江 宏俊 00:21:54 

 子ども達の状況ですけれども、先ほど担当課長

から話がありましたが、全国的には学力は低いで

すが、少しずつ改善しています。中学校では今年

少し落ち込んだなという状況だと思います。ただ、

見られますとおり生活習慣の方は、正しい生活と

いう面では、地域の行事に参加しているのが極端

に少ないということは、何でかなあと思います。

大村は新しい人が入ってきてそうなっているのか

どうか、その解明が必要ではないかなと思ってお

ります。 

 また、学力学力と言いますが、勉強が全てでは

ない。卒業していって、本当に生活できる力を付

けさせる、それを持って中学校を卒業していく、

それが目的であると考えています。ただ、その一

番の現れが学力ではないかなと思います。心の面

も大事ですが、そう思っています。 

大村市長 園田 裕史 

 ありがとうございます。永田委員お願いします。 

教育委員 永田 政信 

 学力・学習状況調査を見させていただきまして、

去年よりだいぶ学力の面では改善されたなと思っ

たところでした。 

 先ほど学びネットのご紹介がありましたけれど

も、着実に教育委員会が学校への指導等を行って

おりますけれども、その成果がでているのではな

いかなと思っております。 

 それから、昨日学校を市教委の事務局の先生達
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と一緒に訪問させていただきましたが、本当に素

晴らしい授業を展開されておりました。日々の先

生方の努力の跡が伺えるというふうなところを知

ったところでございます。そのように学校現場方

では、校内研修とかそういったもので、特にがん

ばっておられますが、それらに加えて子ども達の

力を伸ばしていくということに関しては、家庭の

方のお力も必要だし、地域の方からの支援もあれ

ば、さらに大村の中学校の子ども達の力も付いて

いくのではないかなと思います。具体的にはあと

でお話させていただければと思います。 

大村市長 園田 裕史 

 ありがとうございます。江口委員お願いします。 

教育委員 江口 真由美 00:25:08 

 うまく話せるかどうかわからないですが、最終

的な目標としては、社会に出て学んだ知識を活か

すことができるのか、そういったことになってく

ると思います。もちろん、学力でこういった数値

に現れていることは見逃せはしないのですが、永

田先生もおっしゃいましたけれども、私も教育委

員にならせていただいて、学校現場に足を運ぶこ

とが多くなり、先生方の努力というものをすごく

肌に感じます。一番子どもに力を付けさせてあげ

たいということで、自ら先生方が授業改善をされ

ているのを目の当たりにします。そういうことを

学校側から発信することも必要なのでしょうけれ

ども、親がそこに共鳴するという姿勢というのは

大事ではないかなということを日頃から思ってい

て、家庭での子どもの生活ぶりとか、抽象的な言

い方ですが愛情のかけ方とか、そういう基本的生

活習慣とか、色んなことがあるかと思いますが、

家庭で愛情を注いでほしい、安心感を与えてほし

いと思います。家庭で自己肯定感を育ててあげれ

ば、学校で自分も主体的に学ぼうという姿勢や、

自分が役に立ちたいということを自ら発していく

ような子どもに育つのではないかなと思います。

そういう意味では、家庭の安堵感というはすごく

大事だなと感じます。 

 それと、授業改善をされる先生方が疲弊してい

ては子ども達も元気に育たないのではないかなと

思っていて、先生方が元気を出される為には、あ

る程度の余裕とか、熱意を発揮されるような時間

的、物理的余裕もそうなのでしょうけども、熱意

のあられる先生を支援していきたいな、というの

をすごく感じています。 

 とにかく、保護者対応だったり、子どもの状況

を見ながら、日々追われている先生方をどうにか

支援していけないかな、プラス、家庭のお父様、

お母様方が抱きしめてあげて、愛情をすごく注い

であげてくれたらいいなということを常日頃から

思っています。 

大村市長 園田 裕史 

 ありがとうございます。村川委員お願いします。 

教育委員 村川 一恵 00:27:58 

 学校に私達もよく見学に行かせていただきます

が、その時、先生方が大変準備を重ねた上での授

業になっているので、とても素晴らしいものであ

るのですが、それ以外に、普段何気なく立ち寄っ

たときの授業とか、普通の授業参観であったりと

か、本当に工夫されていて、先生方の努力が日頃

伺えるなと思い、本当に感心しているところです。 

 先ほど江口委員が言われたように、先生達の心

の余裕を保つために、学校現場では先生達の補習

とか、先生達がどれだけ余裕を持って子ども達に

接することができるかという環境を整えて子ども

に接していただくというところが、学校の現場で

はとても重要になってきているのではないかなと

思います。 

 学力のことですが、心の教育とあるように、学

校は勉強を教えるのは当たり前、学校の先生は勉

強を教えて当たり前。でもそれ以外の大人達がど

ういうふうに子どもに関わるかということが、こ

れからキーになってくるのかなと思います。もち

ろん、両親は当たり前で、どういう風に子どもが

成長しているかとか、愛を持って接することで、

もっと余裕を持って勉強するとか、いろんなこと
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にチャレンジするとか、そういうことにつながる

と思いますが、またそれ以外の地域の大人がどう

いうふうに関わるかというのも、今後重要だなと

思っています。 

先日カメリアで行ったワークショップで講師の

先生から聞いた事例で、武雄の地域の活動として、

地域のおじいちゃん、おばあちゃん達が小学校に

行って、朝の 4分間とか、宿題を見てあげるとか、

勉強を見てあげるとか、そういうことが行われて

いて、すごく良い成果を上げている。そういう普

段だったら勉強と関わらない大人がやってくれて

るんだとか、教えてくれてるんだとか、勉強を教

える人じゃない人が勉強って大切なんだよとか、

そういう現場が子ども達に印象を与えることが強

いのではないかなと思います。また、大人になっ

たときにそれが自分も教育者ではないけれども、

子どもの教育に関心を持つ手掛かりになるのでは

ないかなと思ったところでした。 

学校だけでなく、家庭、地域、そういうところ

の取組が学力の要になると思います。 

大村市長 園田 裕史 

 ありがとうございました。佐古委員お願いしま

す。 

教育委員 佐古 順子 00:31:59 

 確かな学力ということで、学力・学習状況調査

結果を見させていただきました。少しずつ伸びて

いるということをお聞きいたしまして、嬉しく思

います。それに伴いまして、先進地視察をなさっ

たりとか、8月 18日にさくらホールで全ての教職

員に対象にこういった研究集会を開いてください

まして、とてもいい方向に向かっているなという

ことを感じました。 

 それから、西大村中学校と大村小学校の視察に

参りましたけれども、学校がチームとして全職員

が同じ方向を向いて、一丸となさっているところ

を見まして、こんなところで働ける職員は幸せだ

なと思いますし、そこにいる子ども達も幸せだな

と思いました。教頭先生が毎日、子ども達の下駄

箱をチェックしにいくとか、細かいことの積み重

ねを見まして、成果が出ているなということを肌

で感じました。 

 また、これも学力調査の結果なのですが、中学

校を訪問した際に、やはり学力調査の問題に触れ

まして、ただ知識の A 問題ではなく、B 問題に関

しての活用の方で、判断力を養うような同じ様な

問題を使われまして、ただ答えを出すというので

はなく、それが数字の答えではなく、数字がプラ

ス、数字ではマイナスかもしれないけども、マイ

ナスの部分も生活の中にはそれを使う場合、採用

する場合もある。それはどんな場合かというのは、

生活の中に密着したような問題で、とても今の時

代に合ったものをされており、数学の時間でも今

のこの子達は幸せだなと思ったり、先生達の努力

が伺えるなと感じました。 

全職員がどうなったらもっと良くなるかとか、

いろんな立場から考えて話をなさっていらっしゃ

るお姿を見まして、優良事例を共有するというこ

とと、足りないものは何かということを洗い出し

て、その足りない分も共有してまた一緒に考えて

いらっしゃるということはとても素晴らしいなと

思いました。 

実践研究集会でどうだったということを、こう

いう反省文が出ていますが、大きく出していただ

きまして、私も勉強させていただきたいなと感じ

ました。細かくあげると切りがないのですが、書

画カメラなんかも勉強されていて、とても良かっ

たなと感じました。 

目配りとか気配りとか言いますけれども、全職

員が同じ方向を向いて一緒になさっていますので、

子ども達が担任の先生以外の先生の顔を見ても、

心を開いているような目をして、他の先生を見た

りとか、感情を見せてるような顔をしていますの

で、そういうところもただの研修の為に作られた

授業というよりは、学校全体が平素からとても素

晴らしい活動が行われているということが感じら

れた視察だったなと思いまして、とてもありがた
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かったなと思いました。 

大村市長 園田 裕史 

ありがとうございます。渡邊委員お願いします。 

教育委員 渡邊 敬 00:36:26 

学力・学習状況調査で小学校の方は全国よりプ

ラスになっているということで、頑張っておられ

る先生方の努力の結果がこういうふうに現れてい

ることで喜ばしいことだと思っています。中学校

の方は、私は参観日に行っていないので良く分か

りませんが、全国よりは低いものの、学力が上が

っているということで、継続していただきたいと

思います。それから、ICT といったものを活用さ

れて以前の授業よりもより分かりやすい、繰り返

しやすいそういう授業になっているのかなと思い

ました。以上です。 

大村市長 園田 裕史 

ありがとうございました。 

私もちょっとだけ言いますと、就任してからす

ぐ小中学校 21校全部訪問させていただきました。

その時に授業風景も見させていただきまして、委

員の皆さまが言われたように、教育長はじめ教育

委員会の取組もあって、各学校が一生懸命趣向を

凝らして取り組まれているなと感じました。学校

によって、ドリルの種類が違ったり、ドリルのや

り方が違ったり、置き場所が違ったり、取り組ま

せ方が違ったり、本当に工夫をしながら各学校や

っているなと。もっと言うと、当然ながら学校別

の結果も変わってきたりしている。そこはシビア

に見てもそういうところもあると思います。ただ、

現場の先生方が ICTの新しい機器を使ってという

方向も含めて、一生懸命取り組んでいただいてい

るなと感じた次第です。 

そんな中で、学力調査がこんなふうに報告があ

りますので、正直に実際の数値で見えてくるとこ

ろだと思います。福井県や秋田県が学力調査の結

果が高い。それは例えば、寒いところでエアコン

が整備をされているとか、ハードの整備であった

り、読書力の高い秋田の学力が影響していると言

われていますが、一体どういうところが大事なの

かというのを見ていきたいな思っています。 

いつも思うのですが、「確かな学力」という文言

は基本的に文科省もそういう表現をしているんで

すよね。この「確かな学力」というのは素敵な言

葉だなと思って、大村市の大綱の中にもあるし、

今後「確かな学力」という形で表していきたい。 

では「確かな学力」って何なんだろうと言うと

きに、こういうふうに単純な点数だけじゃないよ

というところが含まれてると思います。ただ、私

が個人的に考える学力とはどうかなと思った時に、

数字で学力を表されることって大事だなと思って

いて、例えば、「お医者さんになりたい」とすると

きに、医者になるためには、医学部に合格をしな

くてはいけなくて、その時に確かな学力が必要で

すよね。市役所の職員もすごく倍率が高くて、こ

の前一次試験が終わりましたが、他にも一次試験

は当然ながらペーパーがあり、教員採用試験は本

当に倍率が高いです。なりたい職業になるために

その学力が必要なんだよというのは、やはり子ど

も達も親御さんも意識をしなくてはいけなくて、

超えなきゃいけないハードルで、何でご飯を食べ

ていくかを考えた時に、大事だというのは、数字

が突きつけられるけど 意識をしなきゃいけない

と思っています。学力について。だから、学力調

査結果というのはちゃんとシビアに見ていかない

といけないなというのが、自分が思っていること

です。 

ただ、「確かな学力」という時には、本当に皆様

がおっしゃったように、ただそれだけではないよ、

というようなことを考えていて、この前西大村中

学校の先生も言われていましたが、アメリカの研

究者の発表だったと思うのですが、今の子ども達

が大人になって就職するときには、今ある職業の

65％が無くなっていて、新しい仕事に就くだろう

というとても怖い話で、新しい産業と仕事が生み

出されるんだろうなと。だったら、創造性豊かな

教育をしていかなきゃいけないんだろうなと感じ
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た次第です。 

そんな中で、皆様からのお話を聞いていく中で、

ポイントが 3 つあるのかなと思います。1 つは、

色んな大人が教育に関わる、地域教育を充実して

いくにはどうしたらいいのかなというところがあ

りました。これについては、先ほど冒頭に言った

松原、松原だけではないのですが、そういう地域

の大人が関わるというのは全域に広がっていって

欲しいなというのはあります。今、子ども会の加

入率が 10年前は 50%で今 29％になっています。子

どもの会の是非は色んな状況が変わってきて、一

概に言えないので何とも言えないのですが、だか

らこそ、それに代わる地域の在り方ができると、

非常に地域教育が進んでくるなと思います。退職

校長会の先生方がしていただいている放課後子ど

も教室とか、本当にご尽力いただいています。ま

ずはこの地域教育をどうやって充実させていくこ

とができるかということに、色んなお考えを聞か

せていただけないかなというのが 1つめです。 

2 つめが、個性を伸ばすという時に、先ほどの

職業選択とか生きる力をと教育長からも言われま

したが、アクティブラーニングとよく言われるよ

うな取組で、大村市が今できることというのはど

ういうことがあるのかな、ということを、何かお

考えがあれば聞かせていただきたいなと思います。 

もう 1つは、先生の負担軽減というのは本当に

大事なことで先生方が疲弊されていることはよく

分かりますし、ＩＣＴ教育を導入していくんだっ

たら、ＩＣＴを導入することで先生方の負担が軽

減になるというようなこともあると思います。そ

こらへんとか、実際に学力を向上していくために

は、学校だけじゃなくて、家庭で習慣を付けさせ

ていくことが必要で、家庭での学習状況が変わっ

てくると結果が変わってくるのではないかなと思

います。では、家庭にどうやってその促しをして

いくことができるのかなということを、ぜひこう

いうことに取り組んだらどうだろうかということ

を聞かせていただきたいのですが、いかがでしょ

うか。 

先ほど、永田委員から学力調査に対して思うこ

とがあるんだけど、という話があったと思うので

すが、もしよろしかったら教えていただければと

思います。 

教育委員 永田 政信 00:44:59 

地域の取組というところで柱が 1つ取り上げら

れました。子ども達の周りにいる全員が子どもを

見ながら、全員が関わればいいのでしょうけれど

も、そういう訳にはいきません。出来る人はとい

うふうなところでやっていければいいかなと思う

のですが、私も先ほど市長が言われた放課後子ど

も教室の一員ですが、中央小学校に通わせていた

だいております。やはり教室の中では見れない子

供の様子が見れていいなと思っています。現在は

退職校長会だけでやっていますけれども、これが

もっと広がっていけば良いなと思います。本当に

学校に協力をしたい方というのは、たくさんおら

れるのではないかなと思います。放課後だけでは

なく、授業の中にも入り込んでいいのかなと、学

校の先生からは怒られますけども、そういったこ

とも可能なのではないかなというのが 1つありま

す。 

今のは人材の活用ですけれども、それ以外にも

「場」というのは地域にたくさん転がっているの

ではないかと思います。例えば、公民館というの

は今は社会教育としての施設になっているのかな

と、私は疑問に思うところがあります。そういう

ところの「場」での教育の在り方というのでしょ

うか、そういうことも考えてみる必要はあるので

はないかなと思います。 

それから、個性を伸ばす教育ということで、な

りたいものというのは一人ずつ違いますよね。だ

から、子どもの頃に自分はどういうものになりた

いとか、学ぶ意味だとか、学ぶことの大切さとい

うことを植え付けるということが大事かなと。そ

ういったものがベースにあって子ども達が広い基

礎を作って、高いものをつくっていくのではない
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かなと思います。広い経験というのは、高さを作

ります。狭いものには高さが出てこない。だから

多くのものを子ども達に与えたいなと思います。 

たとえば、人を一杯浴びせたいですね。子ども

達に人の生き方、たくさんの人の生き方を知らし

めたい、語っていただきたいと思います。そうい

った中で子ども達は感動もあるでしょうし、そう

いったふうなことを刺激にしながら、自分のなり

たいものというのがまた新たに見えてくるのでは

ないかなと思います。 

先ほども言いましたように、地域の人をもっと

活用してという部分があります。地域には、いろ

んな職業の方がおられますので、そういった方の

話を聞かせて子ども達の視野をもっともっと広げ

ていく、そしたら自分はこういう方向に進みたい

な、ああいう方向に進みたいなとかいうふうなも

のが形作られていくというようなこともあるので

はないだろうかなと思います。 

それから、教職員の負担軽減については、家庭

との共有の目標があったらいいなと思います。学

校のあと、学んだことの定着を図るとか、学びの

習慣化といったものが家庭で培われると、先生達

の授業も案外うまくいくのではないかなと思いま

す。そのあたりのそういうふうな目標の設定、学

校と家庭の目標の設定の在り方を 1つの課題とし

てやっていくと何かいいものが見えてくる部分が

あるのかなと思っています。 

大村市長 園田 裕史 00:49:42 

ありがとうございます。ぜひ今の永田委員のお

話を聞きながら、皆様感じられたこととかあれば

お話をいただきたいのですが。 

教育委員 渡邊 敬 00:50:03 

今、永田先生が広がりというのは高さをつける

と言われたことに感心しまして、うなずいていま

した。孫がいまして、4 つぐらいなりたいものが

あると言っています。見た経験で関心を示してい

るようで、消防士救急隊の方に連れて行ったとき、

それに感心してから救急隊員になりたいとか、サ

ッカーを見てるからでしょうがサッカーの選手に

なりたいとか、科学館に行って科学者になりたい

とか、最後に私のところにも来るので耳鼻科の先

生になりたいとか。そういうことで、色んな経験

をさせ、地域の人達、なんかもったいないような

気がするので、色んな体験談、お話を聞かせる機

会を沢山作ったらどうかなと思います。 

また競争というのはまた別だろうと思います。

志の部分とは別だと思いますので、裾野を広く、

色んな経験をして最終的に何かになるというよう

な子どもが生まれてくると、仕事に対する思いや

りもできますし、もっと豊かな社会になるのでは

ないかと思いました。 

大村市長 園田 裕史 00:52:05 

 ありがとうございます。皆様から感じられたこ

とございませんか。 

教育委員 村川 一恵 00:52:20 

 人間関係を浴びせたいとおっしゃられたように、

確かになるほどと思ったのですが、子どもは自分

の個性がどうなのかということを説明もできない

し、気づきもしないものだと思いますけれども、

沢山の大人がどういう仕事をしているのかとか、

色んな人に会うことで、この人は僕に似てて、こ

ういう仕事をしているんだとか、もしくは僕はこ

ういう人になりたいけど、こういう人がやってい

るんだ、じゃあ僕にもなれるかもしれない、そう

いうので自分の内面に向き合うことが自然と無意

識的に出来てくると思うので、沢山の人に会わせ

るというのは学校だけではなくて、地域のおじち

ゃんおばちゃんの知り合いだったり、そういう人

達のつてでたくさん色んな人を呼んだりとかでき

るし、例えば松原の寺子屋塾では、意識的にやっ

ていることですね。今年は市長に来ていただいて

話していただいて、珍しい音楽家の人に来ていた

だいたり、消防士さんだったり、とにかく豊かな

人材を集めて講師をしていただいています。もう

ちょっとうまいこと広がらないかな、モデルにな

らないかなと思いながらやっています。 
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 先ほど、市長が言われていたアクティブラーニ

ングですが、これって今すごく雑誌やネットとか

教育関係の資料に載っているのですが、実はすご

くシンプルなことだと思っていて、家庭でもでき

るし先生達もできることだと思うのですが、その

シンプルなことを今実践されようとしているモデ

ルがあるので、それを見届けたいなと思っていま

す。朝の授業で子ども達に何か 1つのものだった

り、美術品だったり 1つのことについて考えさせ

る時間をこの 10分とかで考えさせる。それについ

て、子ども達がいかに考えてどう解決するかとい

うことを考えて発表をするということを習慣づけ

るという。まず考える習慣を付ける。そして発表

する力を付ける。そこで一番重要なのは、先生達

が大人の道理で導かないということ。手法はある

と思うけども、先生が求めるような作文の書き方

だとか、そういうものではなくて、子どもが自分

の言葉で話せるような習慣をつけて、それを磨い

ていくというものを短い時間の中でやっていくと

いう取組があっているので、その様子を見ながら、

それがうまくいけばぐっと広がると思います。そ

ういう例を私達も注視していきながら展開できれ

ばなと思ったりしました。 

 大人が待つということですね。子どもが話をす

るのを待つという、そういう習慣を設けるという

のがあるようです。 

大村市長 園田 裕史 

 ありがとうございます。他、皆様からないでし

ょうか。 

教育委員 江口 真由美 00:56:27 

 私も、もっと子どもの時に色んなことを体験し

て色んな人に出会っていたら、ああいうことした

かったなと、こういう年になってから本当に思い

ます。たとえば、ここらへんではちょっと難しい、

福岡辺りに行けば観れるようなミュージカルだっ

たりとか、「ああ、あんなふうになりたいな」とか、

「そういうものに関わるような仕事をしたかっ

た」とか、そこから見える仕事というのは沢山あ

ると思います。だから、家庭で体験とかそういう

のをいっぱいさせてあげたらいいのではないかと

思います。 

 それと、地域でも、私は佐世保出身で、よさこ

い祭りに子どもが出たのでずっと追っかけをして

いました。そこで肌で感じるものが大きかったん

ですね。今まで何で佐世保でそんなお祭りを、19

年前から始まったのですが、おくんちだったのに

ヨサコイなんかもってきて、というところが地元

の人間としてはあったのですが、なんかすごく感

動して、地域のお祭りって謂れがあったりとかそ

ういうものに関係なく、新しくできあがったもの

に対しても受け入れていけば、何か見えてくるも

のがあるんだな、というのを肌で実感して、そこ

で子ども達とか私達大人もそうですが、触れるも

のの息づかいとか、触れるもので感動したら私達

でも何かやれるのではないかな、とかいうことを

感じました。そういう体験を一杯させてあげたい

なということと、地域で言えば、もちろん高齢者

は今からすごく増えてくると思います。そこを活

用しない手はない。けれども、ちょっと上の先輩

とか知っているお兄ちゃんお姉ちゃんとかがあん

なお仕事についたとか、あんな学校に行ったとい

うことを身近に感じれたり、話を聞けたりすると

いうのはすごく親近感があって、現実味が増すの

ではないかなと思います。よくテレビで「ようこ

そ先輩」とかあるのですが、本当にちょっと上の

先輩の話を一緒に聞けたりとかする機会があれば

いいんじゃないかなとすごく思います。 

 あと、アクティブラーニングについても、主体

的に動くってどういうことなんだろうと、大人の

私達でも、ややもすると言われたことばっかりに

なってしまう。これを子ども達に実践させるとい

うことは、それ相当の教師や保護者も覚悟とか、

自分達も学ばなくてはいけないことがあると思っ

ています。日頃からの訓練とかすごく大事になっ

てきて、一番大切になるのは本当に基本は挨拶な

んだろうなと、目と目を見た挨拶で、そこからコ
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ミュニケーション、今はネットとかで簡単に人と

つながるので何か勘違いしているところがあるよ

うな気がして、そこを人と人がぶつかり合う訓練

とか、それを恐れない子に育って欲しいなと思い

ます。そこで作り上げる喜びとか、共有するとか

色んな感情を抱きながらも進んでいく力強さとい

うのは子どもに必要ではないかなと思います。そ

う考えると学校現場で時間の余裕があって、ちょ

っとした行事を仕組んだりとか、自分たちで作り

上げるものがあるといいなと思います。その中で

自分の役割とか、自分が必要とされていると思う

と、自分からやってみようとか、そういった中で

こんなふうにすればいいとか、方法論とか手段と

か、それをするために必要な力ってなんだろうと

いうのを自分で学ぶのではないかなと思います。 

 あと、家庭の協力なのですが、基本は学級懇談

会はすごく有効じゃないかなと思います。先生と

腹を割って話をするのは、永田先生もおっしゃい

ましたが、目標を共有することと、家庭でするこ

と学校ですることの棲み分けをしっかりする。家

庭はこれをちゃんとやっておこう、先生の為にも

やっておこうと。先生もそれをやってくれたら私

達はこれを頑張るという棲み分けをちゃんと出来

ていればいいのかな、と子ども達は安心して学べ

るのかな、と思います。 

大村市長 園田 裕史 

 ありがとうございます。佐古委員が先ほど危機

管理の面でちょっと感じたことがありますとおっ

しゃっていましたが、何かありましたらお願いし

ます。 

教育委員 佐古 順子 01:01:53 

 地域の教育で、放課後子ども教室とかはすごく

いいなと思っています。学校とかで読み聞かせを

していた時にも、学校の中に入るということはい

いことではあるけれども、学校側としては危機管

理について大変ではないかなと思っていました。

誰でも来ていいわけではありませんし、何かあっ

た場合には先生方はクラスを見ていらっしゃる、

誰が学校の中に入っている人を管理するのか、と

いうことも必要になってくるでしょうし、良い面

と悪い面が、悪い面というのはおかしいですが、

またそこに一つ考えなくてはいけない事が出てく

るのではないかな、と考えておりました。 

公民館で退職校長先生が夏休み授業をしてくだ

さるからと、子ども達を集めたのですが、とても

集まりが悪くて、とても申し訳ないことしたこと

がありました。社会体育の試合があるとか、体育

館の都合で今日はバスケットの子が来ない、明日

はバレーの子が来ない、次はドッジボールの子が

が来ないということになって、本当に申し訳ない

ことがありました。 

公民館の利用を地域を超えて近隣の公民館に行

くとか、先生方も公民館の活用も本当にちゃんと

あっているかどうかということも耳にして、あの

ときは親が連れて行かなくてもいい距離で、心配

なく通える範囲でということで、夏休みにそうい

う交流の場を作ろうとしましたが、上手くいきま

せんでした。町内の畑を借りて、子ども達に夏休

みに畑と公民館でさせようとしたのですが、やは

り自分たちの力でみんなをするのは難しかったの

で、若い親の世代ではなくて、退職校長先生とか

地域の人達とするということでも良かったのかな

と反省しております。 

 それと、危なくない範囲でという考えがありま

したので、狭い範囲で考えましたけれども、もう

少し地域を広げれば良かったのかなという反省は

ありました。 

 それから、キャリアサポートの話がありました

けれども、中学校では職場体験とかの授業があっ

たりしているので、そこで先生達がいろんな職業

のことを教えたりなさっています。この仕事をす

るためには何をどんな試験を受けなくてはいけな

いかという本を図書館で見せてもらったのですが、

やはり今まで社会の職業がどんどん変わっていく

といいますか、たとえばあるホテルではフロント

係の人もいなくなって、ロボットだったり。宅急



12 

便も無人の車が移動したり。世の中も変わってき

ていますので、色んな方のお話を聞くということ

と、変わっていっても耐えられるような何か前向

きな姿勢というか、永田先生が裾が広ければ高さ

ができるとおっしゃったということに、ああ、そ

うだなと感じました。国語力とか人に説明する力

とか、人の前に立って話す力とかそういう力が必

要なのではないかなと思います。 

今文部省も英語教育のアップというところにも

力を入れているみたいですけれども、先日も何で

ケネディ大使が来ているのかなと思ったら、全国

の高校を回っていらっしゃる。アメリカに留学す

るようなお話をなさっていましたけれども、大学

入試のために留学を諦めるという日本の教育制度

をもうちょっと違う方向にするために、全国を回

られるということがいかに重要なのか。私達も考

えを変えなくてはいけないのではないかというこ

とを、ケネディさんが東高校に来られたと聞いた

時にとても感じました。日本企業の中でも全館英

語が共通語の所もありますし、ＦＡＸやメールも

一瞬のうちに世界各地に行けますので、英語をど

のように身につけていったらいいのか、ただ覚え

るのではなく、日本語って思考回路が出来ていな

いとちゃんと文章にできないでしょうから、きち

んと考えなくてはいけないかな、と思います。 

 個性を伸ばすということも、先ほど中学校職場

体験でもありましたけれども、それを小学校まで

おろした方がいいのか。色んなキャリアサポート

に関して、中学校から私立でというのは上を目指

してる方でしょうから、その方達は自分の将来を

見越して何かを考えておられるのでしょうから、

そういうサポートも先生達も大変ではないかなと

思います。授業もしなくてはいけない、授業時数

が少なくなっている。一つずつ先生と学校、色ん

な物を共有しながら、私達もお勉強して考えてい

かなくてはいけないかな、と思っております。 

大村市長 園田 裕史 

 Thank you very much.英語は私も全くしゃべれ

ないのですが、今、佐古委員からあったところは

大事だなと思いました。 

 今、皆様から意見を聞かせていただいて、本当

にありがたいなと思って、勇気づけられました。

私は自分のマニフェストの中にも地域教育を日本

一にしようと書いているのですが、確かな学力と

ずっと言われ続けてきていて、文部科学省も当然

それを言っているという中で、確かな学力という

のは曖昧ですよね。実際、「何なんだ」とよく思い

ますし、今皆様からご意見を聞かせていただいて、

大村市が目指す「確かな学力」というのは、方向

性が共有できているんだろうなと改めて再確認が

できて、皆様が今おっしゃられていた 1つに、地

域と家庭の力を集結させようじゃないかというと

ころであると思います。そして、そのポテンシャ

ルというか、その取組が大村市はとても進んでい

ると本当に思っていて、だから絶対やれるんだと

思っています。大村市独自の「確かな学力」を皆

でつくろうではないかと思っていますし、ずっと

メッセージも発してきたので、ぜひ具体的に取組

を進めていければと今日改めて思いました。皆様

が今おっしゃったことについては、議事録にもあ

りますし、教育委員会、こども政策課のメンバー

も 1つの柱というものが地域というところに非常

に集約されるのではないかなと思いました。それ

がアクティブラーニングであったり、職業選択で

あったり、生きる力といったところにつながって

くると思いましたので、地域教育という柱と高齢

者の方の活用というか、高齢者の方にお力をお借

りして、生き生きとしていただきいと、Win-Win

でいけたらいいんじゃないかなと思います。 

 永田先生をはじめ、退職校長会の方が中央小学

校を開校してされていて、それを正直もっともっ

と拡大をしたいなと思っています。簡単にはいか

ないことだと思うのですが、退職校長ではない

方々の力を借りれないかなと。 

この前たまたま、退職公務員連盟というところ

に挨拶に行きました。県の。そこに所属をされて
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いる方というのは、実は先生方が多くて「最近、

市役所の職員も県庁の職員もあんまり入ってくれ

ない。」と嘆かれていましたが、でも、います。県

庁マンも行政マンも消防も自衛隊もいます。だか

ら、たとえば公務員に限らずいいんですが、退職

校長会以外の方々にご協力をいただくという形で

は、その中でもそういう生きがいを作っていこう

という話が出ていましたし、活用、連携できない

かなと思います。 

もう一つは、これは永田先生から、厳しいとい

うかすごく的を得ている「公民館が社会教育の場

になっているのか」という指摘がありましたけれ

ども、今公民館連合会という組織を仕切られてい

る団体があります。ここも実際にそのことを非常

に危惧されていて、公民館をその地域の寺子屋だ

ったり、拠点にしたいんだということで自分達で

プランをわざわざ作られています。その会長にも

ご協力いただいて、公民館をそういう形で地域の

拠点として活用していければ、僕らも財源的なと

ころも含めて色んなお手伝いができるのではない

かと思いますので、1 つそこで地域教育という場

を沢山作っていきたいなと思います。 

ただ、1 つは放課後こども教室を充実させたい

と思っています。これはちょっと行き過ぎかもし

れませんが、実は学童の場所というか学童保育の

ニーズが高すぎて、学童が満員状態です。この前

ご相談に来られた時に、子供会の加入率も低くな

っているしな、と考えた時に、でもよくよく考え

ると地域にある学童保育というのは子ども会みた

いなものだなと思って、学童保育を現代版の子ど

も会だと考えれば、もっと可能性が学童にはある

と思ったので、学童保育と放課後こども教室の中

で有識者である先生方や色々なスキルを持たれて

いる大人が関わっていくと、学童というものがも

っともっと充実していくものになっていくと思う

ので、こういったことに取り組んで学ぶ意味を教

えるとか、皆様からいただいたように沢山の大人

に語っていただきたい、自分がなりたいものを知

る、地域を巻き込んでという取組、ここにつなが

っていくと思います。例えば、寺子屋塾、今回松

原の寺子屋塾って地域創生大賞という全国の 47

の代表に、松原が県内で選ばれていますので、多

分グランプリを取ってくれるものと信じています

けれども、寺子屋塾もああいう建物でやるから面

白かったりしますので、そういう場に公民館がな

るといいなと思います。お寺とか神社とかそうい

うところもそういう意味があったりしてもいいの

かなと思ったりします。 

それと江口委員からあったＰＴＡの話ですが、

これもさっき言った学童じゃないけど、子ども会

加入率が低いと言われるからこそ、ＰＴＡに関わ

ってくれるお母さんというのは本当に熱心なんで

す。学校の役員になってくれるのだったら、もう

ちょっと地域のことにも協力してくれたらいいの

かなと思うところがちょっとだけあって、江口さ

んは僕の先輩なのですが、江口さんみたいな素敵

な人は学校のＰＴＡもしゃかりきだけど地域のこ

とにもしゃかりやっておられました。ちょっとだ

け地域のことにも皆さんがキーパーソンになって

くれると助かるんですよね、と言っているんです

ね。ここに若いお母さん達を巻き込むと地域と協

力できないかなと思ったりするし、僕ら若い世代

の親は、絶対自分の人生、僕らの世代も人生が豊

かになったり、気づきがあったり、面白かったり、

その影響が子どもにもあったりすると思うので、

それをお母さん達が気づいてくれると、お母さん

達も熱心に動いてくれると思うので、そんな仕掛

けを教育委員会と一緒に考えていければな、と思

いました。 

ただ、それをするためには佐古委員が言われた

学校を開放する場合の危機管理の面とリスクはし

っかりリスクマネジメントもやらないといけない

と思いますので、今日、本当に皆様のご意見を聞

かせていただいて、大村市が目指す「確かな学力」

というものがこういうものなのだという、「確かな

学力」って学力だけじゃなくて・・・というよう
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なホワっとした感じじゃなくて、「ここなんだ」と

いうものを皆様と一緒に詰めていって、そこに対

してやっていく。 

また、学級懇談会への参加率が低い、これもＰ

ＴＡに私もメッセージとして発信していきたいな

と思います。本当、そうなんですよね。あれもお

かしくて、おかしいといったら怒られますけど、

自分の子どもの授業参観の風景は見たいから途中

で早退してきたりして来ます。仕事の間に仕事の

制服で来るんです。でも懇談会の時には帰ってい

る。少ないときだと 1人か 2人くらいしか懇談会

に残らない。これおかしくないですかと言って、

子どもが手を挙げる姿だけを見に行ってもしょう

がないとまでは言いませんが、仕事が忙しい方も

もちろんいるのでそうではないが、大事なのはそ

の後残っていただいて自分の子どもがどういう状

況なのかという意見交換するところこそが、せっ

かく仕事を早退して来るところにつながると思う

ので、そこのメッセージは出していってお父さん

方、お母さん方に理解していただければなと思い

ました。 

そういうことで、大村市独自のというか、大村

市はこれなんだという「確かな学力」を創造して

いきたいと思いますので、ぜひ、私自身も皆さん

から今日頂いたご意見を色んなところで、ありが

たいことにご挨拶させていただく場があるので、

そこで直接保護者世代に伝えていきたいと思いま

す。ちなみに、地区別ミーティングというのを市

役所の幹部が全員行って、各地域で懇談を重ねて

きましたが、今度ですね、昨日ちょっとネーミン

グを決めたのですが、「まちのこトーク」というま

ちのことをいろんな人と話そうという、新しい僕

が出張で色んな方と話すということを積極的にや

っていこうと思っていて、第 1回がＰＴＡの保護

者の方という形で今進めています。そういう地区

別ミーティングみたいな広い範囲ではなく、小さ

い範囲で忌憚のない意見を聴いて意見交換すると

いうところに、出張していこうと思っているので、

その場でもお伝えして、大事なのは、高齢者の方

もそうですし、お母さん方もそうですが、力を貸

してほしいという言い方だと思うのですが、皆で

やろうという形でメッセージを発していきたいと

思います。ですので、ぜひ今日皆様からいただい

たご意見を、本当に参考になりましたので、ちょ

っとそこをこの総合教育会議の中で、議事録を僕

も読んで調べていきたいと思います。 

もう一点だけ皆様からご意見をいただきたいの

は、次の「こころの教育の充実」というところに

もつながると思うのですが、さっきのところで皆

様方にもう一件ご意見をいただきたいのが、21校

回った時に、支援を要するお子様、要は発達障害

であったりという子ども達に対して、先生方も本

当に力を注いでいただいて、今ＰＴという補助の

先生も含めて協力をいただいております。発達障

害と言っても色んなお子様がいらっしゃいますし、

私も見てきたところがあります。大事なのは、周

りの子ども達とかの関わり、反応とか、環境とか、

声掛けとか、ということで随分子どもが変わって

きていて、3 年生 4 年生 5 年生ぐらいになったり

すると、1 年生の時と随分変わってきたりしてい

ます。 

多様性とかダイバーシティとかよく言われてい

ますけれども、そこの部分を認め合うということ

で、その辺もまた子どもの成長につながると思っ

ています。この前のみんなの学校という映画はそ

んな映画だったのですが、そこらへんでぜひまた

皆様からご意見いただければと思っていて、発達

障害、特別支援をする、これは身体も心もという

部分で言うと、どんな視点に注意して取り組んで

いく方がよりいいのか、効果的なのか、自分はこ

んなことを思うということでもいいので、ご意見

をいただきたいと思うのですが、渡邊先生お願い

できますでしょうか。経験に基づく話でもいいの

ですが。 

教育委員 渡邊 敬 

 確かに発達障害とか増えている感じがします。
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今注目されているからとか、今まで分かってなか

ったのが分かってきたとかあると思いますが、色

んな分類をされて発達障害の子どもが増えている

というのは確かだと思います。問題はその子ども

達をどうするかだと思いますが、実際、外来で臨

床していて来られます。一番関係あるのは、心因

性のような障がいを持っている、聴力障害とかい

う形で出てくるのですが、よく聞いてみたら学校

の中で適応ができない、不登校で学校に行ったら

ほとんど保健室にいる、そういう子どもがいたり。 

大村市長 園田 裕史 

 身体症状として出ているということですね。 

教育委員 渡邊 敬  

 はい、そうです。よく聞いたらそういうことだ

というのが結構あります。そういった専門家のコ

ンサルティングを受けるということも大事でしょ

うし、学校で周りが援助を図っていくということ

も大事だと思いますけども、やはりそういうこと

が目にはついています。 

大村市長 園田 裕史 

 ありがとうございます。他にありませんか。 

教育委員 佐古 順子 01:24:22 

 グレーゾーンといいますか、クラスでは 30人に

対して先生がお 1人、支援を要する人に対しては

数名に対して先生が 1 人とか、1 人に対して 1 人

とかいらっしゃいますが、やはり子ども達は構わ

れたい、一番見てもらいたいという気持ちがすご

く強い時があると思います。寂しい時とか、何か

悩んだ時とか。それを乗り越える為にじゃないで

すが、先日見学した学校では、全教員がそれを共

有されて、「あ、なんとかちゃんは今日はちょっと

しけとるよ」とか、「今日は元気だよ」というのを

先生同士の会話でなさっているというのを聞いて、

やはりチーム力ってすごいなと感じました。 

 子どもって、自分を見てほしい、兄弟の人は赤

ちゃんが生まれたら上の子がちょっとおかしくな

るというのを感じて、やはり認めてもらいたいと

か、自分を構ってもらいたいとかいう気持ちが出

てくると思うのですけど、それが授業の中でペア

学習のような授業があったりとか、子ども同士が

関わるような授業が見受けられました。そういう

のもいいなと感じましたし、恥ずかしがらずにじ

ゃないですが、机の上に分からない子はイエロー

カードを置いといて、先生から別に説明いただく

とか、分かった子はグリーンカードにするとか。

やはり細かいことの積み重ねかなと思います。家

庭内の教育では、自分でもすごく反省するのです

が、1 人じゃやっぱりできない、周りの方とか色

んな方に助けられて学んでいくんだな、成長して

いくんだなというのを感じました。 

大村市長 園田 裕史 

 はい。ありがとうございます。 

教育委員 村川 一恵  

 小学校の現場にいて思うことなのですが、やは

りちょっと学校になじめないとか、問題を起こし

てしまうという、特にお医者さんに何も言われて

いなくてもそういう意味で苦しい思いをしている

子どもとか、お父さんお母さんがすごく多くなっ

てきていて、それをやはり周りの保護者から「ち

ょっとおかしいんじゃない。」と聞いて、また更に

つらい思いをするという状況もよく見ます。でき

るだけ早い段階で若干の支援を要するということ

が必要かどうかというのを、小学校に上がる前と

か保育園にいる時の小さい段階で、早い時に気づ

ける方法があればいいなと思っています。3 歳児

検診とか入学時前健診とかあるのですが、もうち

ょっと踏み込んだカウンセリングだったり、そう

いうところで早い段階で子どもさんの支援でどう

いう支援が必要かというのを見つけていく必要が

ある時代なんだなと思います。 

 そして、それに関わる大人や同級生の子ども達

ですが、私は小学校の時に中央小学校だったので

すが、特別支援学級があって、重度の発達障害の

同級生がいて、私達は常に彼のサポートをできる

ように、自然な流れでできるように、その時の発

達支援の先生だった松崎鈴子先生が作って下さっ
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ていました。その時はすごく先生から怒られてい

て、担任でもないのにすごく怒られてあまり好き

ではなかったのですが、その学級の先生に就かれ

て、すごく当たり前に私達が手伝うことをサポー

トして下さって、それが自然だよ、ということを

教えて下さったり、その学年が終わった時に「本

当にありがとう。」と褒められた時に、それまでは

「当たり前にやることだよ。」と教えてもらってい

て、「本当にあなたがいたから助かった。」と後か

ら言ってもらった時に、自分も認められた気にな

ったし、たぶん私にはその時の何かが今も残って

いるのではないかなと思うのですけれども、そう

いう支援を必要とする子に接することが当たり前

ということが、そういう導き方が必要なんだろう

なと思っています。 

大村市長 園田 裕史 

 はい。ありがとうございます。江口委員お願い

します。 

教育委員 江口 真由美 01:30:20 

 私は、まずは子どもより大人だと思うんです。

大人の私達が日頃からたとえばママどうしでマウ

ンティングするとか、差別の芽というか、そうい

うものがあること自体がまずいなと思っています。

日頃から他者を認めると言いますけど、それは大

変難しいことではあるのでしょうが、それが自然

と出来たら良いなと思っています。 

 でも、子どもって本当は実はそういうことを思

っていない。発達障害の子とかへの近づき方とか、

仲良くなり方というのは実は子どもの方がよく知

っていて、うまい距離感で接して友達になってい

く。そこに大人のそういう目が入ってくる。そこ

でおかしくなったりということもあったりします。

絶対にそういうことは、自分のプラスにもなるし、

一緒に成長していけるということで、必ずその友

達と共に成長できたら、プラスなんだっていうの

を大人が身をもって感じていただけないかなとい

うのを思っていまして、一方で行政でもできるこ

とはおっしゃったように早期に見つける手立てと

いうのを構築しなきゃいけないということと、高

校生とか大学生や妊婦さんとか、今から子どもを

産んで育てる人達にどういうものかとか、正しい

知識とか、そういうことを教えていくという取組

をされはじめています。そういうのが広がってい

けばいいなと思います。 

 お父さん、お母さんもそうなのですが、おじい

ちゃん、おばあちゃんの理解というのはすごく大

事だと思うので、そこを正しい知識を持って、困

り感を一緒に払拭させてあげたいな、というのを

行政の方でもしていただきたいし、同じ母親とし

ても保護者としてもそういう目で子どもと接して

いければいいなと思います。 

大村市長 園田 裕史 

 ありがとうございます。永田委員お願いします。 

教育委員 永田 政信 

 時間もあまりないですので、簡単に言います。

大事なことは、1 つは、学校をあげて、先ほど授

業と言いましたけども、そこをあげての取組が大

事かなと思います。全員で情報を共有すること、

顔を知ること、名前を知ること、そんなところが

大事だと思います。 

 2 つめは様々な実践を先生方がされております。

その実践を共有する事というのは大事だと思いま

す。昨日も、子どもに携われていた先生が、この

子は聴覚優位の子ではなくて、視覚優位の子なん

ですよと言われました。だからそういった経験を

沢山先生達は持っておられる。そういったことを

全部で学ぶ機会を作るということは大事かなと思

います。 

 それから、毎日子どもと触れ合っている担任の

先生、その学級経営の中でやはり人権の視点を必

ず入れるということが大事かなと思います。そし

たら子ども達に接する視点が違ってくると思いま

す。以上です。 

大村市長 園田 裕史 

 ありがとうございました。溝江教育長お願いし

ます。 
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教育長 溝江 宏俊 

 発達障害が今ありますけれども、各クラスに数

名と言われている状況です。先ほど渡辺先生がお

っしゃられたことも 1つあると思いますが、昔は

「あれはおかしかと。」と言われたと思うのですね。

それがずっとこうなってきたと。周りもそういう

形で見るようになってきたと。そういう中で子ど

も達は周りと接して自分が成長する、それをフォ

ローして教員が見てやる、というのが 1つですの

で、将来的にはやはり一緒に授業をさせていくと

いうのが一番だと思うのですが、発達障害にも軽

度・重度があって、重度の人が一人おれば学級崩

壊になってしまうんですね。いかに指導力がある

教員でも、御しがたい子どもがいるとですね。そ

うなった場合、やはり分けるというか、保護者の

了解もいるのですが、分けてその子に応じた特別

学級で授業を行う。それをシビアにやっていくと

いうのも 1つの学校の役目ではないかなと思いま

す。それはちゃんと保護者に話して、この子はも

しよければ特別支援をと。そういった制度的なも

のもちゃんと家庭に理解してもらえるような体制

も大事だと思います。 

大村市長 園田 裕史 

 ありがとうございます。ご承知のとおり、今大

村小学校の通級に加えて、一昨年から竹松小学校

が加わり、中学校が郡中学校だけだったものが、

玖島中学校が去年の 4月から加わっています。こ

れは教育委員会の皆様のこれまでのご議論がある

ということが聞こえてきて、以前と比較すると充

実をしてきたと思いますが、まだまだ今皆様から

ご意見をいただいたことへの取組、あとは、ハー

ドの拠点として、今の拠点でちゃんと網羅できて

いるかというところもありますので、その部分は

今年度しっかりと玖島中学校が取り組んでおりま

すので、そこを見ながらまた今後の展開につなげ

ていきたいと思います。 

 それから、第 2期大村市教育基本計画の中で掲

げている幼児教育から中学校までの幼保小中の連

携というところも今しっかりと教育委員会含めて、

いろんな施策に結びつけていきたいと思っており

ますので、そういったところも今後ご議論いただ

くことになっていくかと思います。そこら辺で何

か教育委員会から補足がありますか。ないですか。

大丈夫ですね。今詰めています。しっかり。です

ので、よろしくお願いします。 

 少し時間がオーバーいたしましたが、本当に今

日はありがとうございました。正直、「確かな学力」

と言われてきた中で「何なんだ」というところが

正直私もありました。「確かな学力」ってよく聞く

けど、「実際何なんだろう」というところがありま

した。大村市の教育委員の皆様が考えている方向

と、これまでやってきていることと、私が考えて

いることが本当に同じ方向を向いていることと、

そういった取組が大村市にはこれまで自然発生的

にあった部分と、今からやろうとする部分が確実

にありますので、その部分をしっかりと大村市独

自のものとして作り上げていって、大村市の子ど

も達が本当の意味で「確かな学力」をしっかり付

けていけるように、教育委員会と一緒にまた協議

をして施策を作り上げていきたいと思いますので、

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。本当

に今日は勉強になりました。ありがとうございま

した。 

 では、マイクをお返しいたします。 

市長公室長 大槻 隆 

 皆様、どうもありがとうございました。次第の

5 番「その他」でございますが、次回の総合教育

会議ですが、11月 9日の夕方 4時から市役所 2階

の大会議室での開催を予定しておりますが、いか

がでしょうか？ 

 次回のテーマ等については、本日の会議を踏ま

え検討した上でまた改めて皆様にご連絡させてい

ただきたいと思っております。 

 以上で終了となりますが、皆様方から何かござ

いますか。どうぞ。 

教育長 溝江 宏俊 



18 

総合教育会議の前に教育委員会を開いたのです

が、委員の方がテーマを早く教えてくれという苦

情が出ておりますので、できれば早めにテーマを

教えて下さい。よろしくお願いします。 

市長公室長 大槻 隆 

はい。事務局の作業が遅くてご迷惑をおかけし

ました。申し訳ございませんでした。他にないよ

うでしたら、これをもちまして平成 28 年度第 2

回総合教育会議を終了いたします。本日は誠にあ

りがとうございました。 


